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金ケ崎町 20 歳のつどい

く未来へ輝
誓いの言葉を述べた 20 歳のつどい実行委員会鈴木委員長

　令和７年度金ケ崎町 20 歳のつど
いが1月11日、中央生涯教育センター
で開催されました。対象者 224 人中
108 人が出席し、気持ちを新たに大
人への第一歩を踏み出しました。式
典では出席者を代表し、鈴木香

か
桜
お

さ
んが「それぞれ進む道は違っても自
分の心の声を信じ、責任と感謝の心
を常に持って努力していきます」と代
表挨拶。式典後は 20 歳のつどい実
行委員会が主催する記念行事「みん
なの新たな発見をしよう！」や思い出
のスライドショーが開かれ、参加者全
員の思い出に残る式典となりました。

令和 8 年西部地区新春講演会

道以上の真実報

冬のおもしろ体験ランド

を楽しもう雪

雪遊びを楽しむ参加者

　岩手県立県南青少年の家（佐藤敦
あつ

士
し

所長）は 1
月 25 日、冬のおもしろ体験ランドを開催しました。
冬の自然に触れながら、冬の野外活動の楽しさを
通じて、県南青少年の家に対する理解や親しみを
広げる同イベント。盛岡から家族で訪れた西

にし
舘
だて

茉
ま

奈
な

ちゃん（5 歳）は、「ソリが楽しい。（振舞われた）
おもちも美味しかった」と笑顔を見せました。

　令和 8 年西部地区新春講演会「ウクライナで今、
何が起こっている」は 1 月 18 日に西部地区生涯教育
センターで行われ、ウクライナ出身で北上市在住のト
ムシンスカ・ナターリアさんによる講演が行われまし
た。ロシア侵攻前のウクライナの美しい景色を紹介し
たほか、侵攻後の悲惨な戦争の状況や戦争に立ち向か
うウクライナ国民の様子が解説されました。

講演会後に行われた次女のソフィアさんによる民族衣装を身にま
とった舞踊も行われた（左）、講演を行うナターリアさん（右）

消防出初式

災の要として決意新たに防

みんなで長寿を祝う

顔で迎える 100 歳笑

令和７年度交通安全功労者等表彰式

全な交通環境を目指して安

受賞した皆さん

家族や関係者にお祝いされて笑顔のタミヱさん（中央）

　鈴木タミヱさん（清水端）は 1 月
12 日、満 100 歳の誕生日を迎えま
した。金ケ崎快老苑で行われた長寿祝
品贈呈式では、家族や町関係者らが集
まりお祝いしました。タミヱさんは故・
哲
てつ

男
お

さんと結婚。哲男さんとともに農
業や地域に愛される食堂を経営しなが
ら、４人の子どもを育て、孫７人、ひ
孫９人に恵まれました。80 歳頃まで
は畑仕事や食堂経営の手伝いをしてい
たタミヱさん。現在は金ケ崎快老苑に
入所し、元気に過ごしています。この日
は「家族に会えるのが嬉しく、楽しく過
ごせています。」と笑顔を見せました。

　令和７年度交通安全功労者等表彰式は１月 16
日に町役場で行われ、町交通事故撲滅推進員やス
クールガードを長年歴任した 4 名が受賞しまし
た。髙橋町長は「皆さんに地域を見守っていただ
き、交通事故は年々減少している。今後も交通事
故０を目指していきたい」と話しました。

　町消防団出初式は 1 月 11 日に行われ、団員ら約
200 人と消防車両が役場前を行進しました。町文化
体育館で行われた式典では、各種表彰が行われ、千葉
正
まさ

男
お

団長は「各種災害に対応できるよう知識と技術を
習得し、新しい時代に即した消防団として一歩踏み出
す年にしたい」と話しました。

役場前を行進する町消防団の皆さん


